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８(水）始業式，大掃除，入学式準備 
９(木) 第 79回入学式 
10(金) 臨時生徒総会，身体計測， 
    個人写真撮影 
10(金)～13(月) 学力検査，知能検査等 
23(木) 全国学力・学習状況調査（３年） 
 
★本校学校だより「荒波」を校区内の全御家庭に御一読いただける
ようになり約半年。配布の御協力をいただいている区長さん方に感
謝しています。ラスト一年，龍北中は全力でがんばります！  

 
 
 
 

令和７年度 学校便り    龍郷町立龍北中学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２月 24日の生徒朝会で表彰式が行われ，地区中学生交流ソフトテ

ニス大会でＡ級３位の西田・龍宮ペア，Ｂ級３位の山﨑・重山ペアの

表彰と，奄美市長杯中学サッカー大会で優勝したＴ・Ｓ・Ｃ奄美に所

属する末山直樹さん 

の表彰が行われまし 

た。皆さんの活躍が 

光りました。今後の 

活躍にも乞う御期待! 

 

 

 

 

 

 

 

3 月号 

何度でも立ち上がる力  ～年度の終わりに～ 
校長 紙屋貴志  

 
レジリエンスを調べてみると、「困難や失敗に直面しても、そこ

から立ち直り、再び前へ進もうとする力」と説明されています。近
年、教育や心理学の分野で注目されている言葉ですが、この力こそ
子どもたちがこれからの社会を生きていく上で大切な力ではないで
しょうか。 
学校生活の中で、生徒たちは日々さまざまな挑戦をしています。

テストで思うような結果が出なかったり、部活動で悔しい思いをし
たり、友人関係で悩んだりすることもあります。しかし、教育の現
場で大切にしたいのは、「失敗しないこと」ではありません。転ん
だあとに、もう一度立ち上がろうとすることです。 
ベトナム戦争で長く捕虜生活を経験した海軍提督、ジェームズ・

ストックデールは、次のような言葉を残しています。「人はいつで
もキャンバスから立ち上がり、もう一ラウンド戦うことができる」
倒れている時間は敗北ではなく、次に立ち上がるための準備の時間
だというのです。 
実は、日本の文化の中にも、この「何度でも立ち上がる力」を象

徴するギネスに載る人物がいます。長く親しまれてきた漫画『こち
ら葛飾区亀有公園前派出所』の主人公、両津勘吉です。両津は毎回
のように大きな失敗をします。借金を抱え、上司に叱られ、計画は
思うように進みません。それでも次の回では新しい挑戦を始めま
す。作品の中で彼が語る「人生は投げてしまったらおしまい。何度
でもやり直せばいい」という言葉には、失敗を恐れず挑戦する大切
さが込められているように感じます。 
また、映画『男はつらいよ』の主人公、車寅次郎も同じです。恋

をしては失恋し、仕事もうまくいかない。それでも人を思い、また
旅に出て歩き出す。その姿は多くの人の共感を集め、長く愛されて
きました。日本人が長く愛してきた人物には共通点があります。そ
れは、「最初から強い人」ではなく、失敗してもまた立ち上がる人
だということです。 
学校もまた、子どもたちが挑戦し、時に転び、再び立ち上がる経

験を積む場所でありたいと考えています。そのためには、学校だけ
でなく地域や家庭の温かなまなざしが欠かせません。子どもたちが
安心して挑戦できる環境を共につくっていただいていることに、改
めて感謝申し上げます。 
一年間、本校の教育活動に温かな御理解と御支援をいただき、誠

にありがとうございました。新しい年度も、子どもたち一人ひとり
が自分の可能性を信じ、何度でも立ち上がりながら成長していくこ
とを心より願っています。 
 

４ 月の主な行事 

情報モラル教室 

３月６日（金），高校入試を終え

た３年生をねぎらい，全校生徒でお

別れスポーツ大会を行いました。競

技はバドミントンで，抽選で決まっ

たペア同士が対戦しました。 

 優勝は安宅湊陽さんと重山湊さ

んのペアです。二人はバドミントン

が専門の村山先生に挑みましたが，

その壁は高く，惜しくも敗れてしま

いました。その後も多くの生徒が挑

戦しましたが，「いいアップになり

ました。」と余裕の村山先生に，誰

も勝つことはできませんでした。 

 生徒たちは思い切りプレーし，心

に残る素晴らしい思い出となった

ことでしょう。 

 
 
 
 
 

 

３月２日（月），ＫＤＤＩスマホ・

ケータイ安全教室がオンラインで行わ

れました。授業では，投げ銭を競い合

うことによる高額な支出が原因となる

金銭トラブルについて学びました。ま

た，SNSなどを通して知り合い，被害

に遭うケースや，近年問題となってい

る「闇バイト」の危険性についても説

明がありました。身近なことで思わぬ

トラブルに巻き込まれる可能性がある

こと，万が一トラブルに遭った際に

は，メールを保存したりスクリーンシ

ョットで記録を残したりするなど，証

拠を残すことの大切さを学びました。 

お別れスポーツ大会 
 

３月 11日（水），春の暖かな日差しと地域の温

かな見守りの中，厳かな雰囲気で第 78回卒業式

が挙行されました。用務員の生田さんが手塩に

かけて育ててくださった色とりどりの花々が式

場を彩り，会場の雰囲気を一層引き立ててくれま

した。 

 式は，校長式辞に続き，龍郷町教育委員会教

育長・碇山先生の告辞，岡江敏幸副町長からの

祝辞と，厳粛な空気の中で進行しました。安宅茂

仁ＰＴＡ会長の祝辞では，御自身の母校を巣立

つお子様の姿に感極まる様子が伝わり，会場でも

思わず目頭が熱くなる場面が見られました。 

 送辞は，生徒会長の龍宮麦さんが気丈に務

め，卒業生の安宅湊陽さん，辺木凪沙さんへの

感謝の思いとともに，龍北中学校の伝統を引き

継いでいく決意を力強く述べました。答辞を務

めた安宅湊陽さんは，見事な所作で壇上に進

み，数々の思い出を優しく語っていましたが，

家族への思いに触れた瞬間，感極まる姿に，会

場中が涙に包まれる感動的な答辞となりまし

た。在校生も，２名の卒業生との別れを惜しみ，

涙が止まらない様子が見られました。最後の卒

業合唱「３月９日」では，11名とは思えないほ

どの歌声が，広い体育館いっぱいに響き渡りま 

 

第 78回卒業式 

表彰の紹介 
 

した。御来賓の方々からは，「今までで一番感動した卒業式だった」

とのお言葉も数多くいただ 

き，心に残る大変立派な式 

となりました。お忙しい中 

御来場いただいたすべての 

皆様に感謝申し上げます。 


